













Singaporeで 開催 され た 第12回AsiaPacificCancer
Conferenceに 参 加 し た折 りに、思 い が けず 旧 知 のDr,
Somboonと 再 会した。昔 話に花 を咲かせているうちに、彼
が現在、在職しているMahidol大 学Siriraj病 院(Bangkok,
Thailand)で は、年 間18,000件 の分娩 を取 り扱 ってい る
ことを聞 き及んだ。単純平均す る と1カ 月1,500件 、1日
50件 の分娩 というこ とになる。 ちなみに阪大病 院の分娩
数は1カ 月約40件 であ り、まさに想像 を絶す る分娩数 で
あ った。一体全体 、 どの様 な施設 で、 どの様 な方法で、
何 人のス タ ッフで取 り扱 っているのか?… … どう して も
自分 の 目で確 か めてみ た い とい う思い に駆 られた。Dr.
Somboonに そ の 旨を話 す と、 「ぜ ひe度 、Siriraj病 院 に
見学 にい らっ しゃい。」 と快 諾 をい ただいた。「必ず機 会
をみつ けて伺 い ますか ら、 その節 は よろ しくお願 い しま





































館 ・博物館 ・食堂を備え、留学生用の研修室 ・リサーチ













FAXの や りとり、試行錯誤 を経て、助産 コース学生13
名、助産コース以外の4年 次生3名 、母性 ・小児看護学
講座中嶋有加里助手、産科婦人科学講座 東千尋、光田




たのは、4年 制大学教育が既に1956年 に確立 されてお り、 関西空港5時30分 発のタイ国際航空775便 で出発した。
1972年 には医学部から独立 して看護学部とな り、1977年Bangkok到 着後に知ったことだが、この日は台風9号 が
には修士課程、1989年 には博士課程が誕生 していること 関西地方を直撃し、関空を離陸出来たのは私達の乗った
であった。 目から鱗の落ちる思いであった。重厚な大会 1便 だけだった。早朝の出発が幸い した。
議室には歴代看護学部長の写真が掲げられていたが、初 研修日程の概略は表1に 示 したとお りである。Mahidol
代および第2代 の学部長は米国人であった。当時のタイ 大学での研修スケジュールは母性看護学講座のスタッフ
王国の看護教育にかける意気込みを感 じさせる立ち上げ がきめ細か く配慮して作成 して下さった(表2)。
である。 この期間、日本の学年暦 とは異なって、Mahidol大 学
現看護学部長TassanaBoontong博 士はタイ王国看護 は休暇中ではなかったが、多数のスタッフが授業 ・実習
協会長 を兼任され、超多忙な女性 との事前知識を得てい のあい間をぬって協力 して下さった。心か ら感謝の意を
たが、快 く面会に応 じ、私の意図するところを即刻察知 表 したい。
して歓迎の意を表して下さった。
Mahidol大 学とは大学間協定の準備を進めている時期
表1研 修 日程の概略 
Date Visiting Site Remarks 
Kansai International Airport 5:30 departure
 
7 / 26 Royal Grand Palace, e.t.c. Don Muang International Airport 9:00 arrival
 
Stay at Montien Hotel
 
Bangkok —• Ayutthaya Province (river cruise)
 
27 Ayutthaya Province Ayutthaya Province —• Bangkok (bus tour)
 
Stay at Montien Hotel
 
28 Mahidol University Stay at Montien Hotel 
29 Mahidol University Stay at Montien Hotel 
30 Mahidol University Stay at Montien Hotel 
Bangkok —• Cha-Am Beach (bus tour) 
31 Cha-Am Beach 
Stay at Cha-Am Long Beach Hotel 
Cha-Am Beach  —, Bangkok (bus tour) 
8/ 1 Cha-Am Beach 
Stay at Montien Hotel 
Don Muang International Airport 23:59 departure 
2 Free time 
Kansai International Airport 7:30 (8/3) arrival
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・石橋真理子:日 本 と比べてHIVの 感染予防に関して十
















する知識等 も一般人並み しか もっていないまま研修に
参加 してしまいました。 タイの街並み ・文化に触れて、
雰囲気 にのまれなが ら病院に行 き、そこで も患者数の
多 さには驚かされました。助産婦業務の博物館や人体









よりはるかに"看 護"が 独立 したものとなっており、
働いてからさらに上の勉強をすることへの門も開かれ
ているような気が した。



































・船橋 舞:タ イは二度 目であったが、病院をじっくり





も助産婦が活躍で きていた ら、 と思った。それにして
も陣痛室の産婦さんの数の多さは圧巻であった。
・松田かおり:初 めての海外で、あ りとあらゆるものに




認識 したと同時に自分 もCTGと ともに五感による診
断を心がけようと強 く感 じた。
・小川裕子:日 本でお産を見る機会もないままにタイの
研修に参加 し、次々と産まれてくる現状 に感動 と驚 き
で一杯でした。マヒドン大学における助産婦学生の保
健指導や健康診査 を行 う姿は、助産婦が本来あるべ き
姿であり、MEに 頼らず妊婦自身を見つめた姿である
と思いました。
・森本 恵:タ イの看護学生 と接していて、カリキュラ
ムが厳 しいと同時に彼女達がとても熱心であるという
印象 を受けました。忙 しい中でも一生懸命実習や自己
学習に励んでいる姿を見て、私達も頑張らないと…と
思ったもので した。マヒドン大学には看護の歴史を残
した資料館や、人体の資料館などもあり、学生が看護
や人間の体の しくみに興味をもち、学習 しやすい環境
だなと感 じました。タイの料理、 とてもおいしかった
です。
⑥平成10年8月
第2回 の研修を本年8月 初旬に実施予定である。新た
な気持ちでプランニングに取 り組み、内容の充実 ととも
にMahidol大 学看護学部のスタッフ ・学生との交流をよ
り一層深めるよう努力 したい。
大阪大学看護学雑誌Vol.4No.1(1998)
一67一
